
帝京大学医学部附属病院

１．最先端の高度医療を担う

「特定機能病院」

２．がん医療の拠点

「地域がん診療連携拠点病院」

３．救急医療の拠点
「救命救急センター 」

「総合周産期母子医療センター 」

「災害時の拠点病院」

医療法に基づき、高度医療の提供や
研修実施能力を備えた病院として、
厚生労働省が承認する病院



大学病院と特定機能病院の違い

大学病院として、
「業務・教育・研究」の３本柱＆

特定機能病院として、
高度先端医療行為を提供する病院

一般病院

医療の提供
（業務）

研究教育

特定機能病院

手術支援ロボット
（ダ・ヴィンチ）

高度医療に対応する
臨床現場教育

大学病院

高度救命救急センター
（第３次救急）
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帝京大学医学部附属病院
「特定機能病院」

‘最先端の高度医療を担う’

薬剤部
常勤薬剤師数77名
パート薬剤師1名

非常勤事務パート5名
SPD3名

薬剤部、

薬剤部、

全病棟に
薬剤師を
配置



薬剤部組織の概要
●薬剤師数； 77名（病院職員74名、大学教員3名、+非常勤職員1名）

●事務職員； 5名

●SPD； 3名

外来薬物療法部門 DI部門 病棟部門調剤・製剤部門

内服薬等調剤
麻薬管理

製剤
無菌調製
（TPN）

外来化学療法
入院化学療法
薬剤師外来

医薬品情報管理
マスター管理

薬剤管理指導
病棟薬剤業務

チーム医療（兼務） 緩和ケア、ICT・感染制御、NST、褥瘡、術後疼痛管理、禁煙外来

安全管理部（専従）感染制御部（専従・専任）実習研修推進室（兼務）

注射・薬務部門

注射薬調剤等
管理薬管理
院内定数管理
薬剤部倉庫管理
院内定数管理
手術室薬剤管理

●薬剤部内の部門紹介

（2025年2月1日現在）

薬剤部長1名
副部長2名



薬剤部門の専門認定

 専門・認定薬剤師 等（一部）
•日本医療薬学会 がん指導薬剤師 1名
•日本医療薬学会 がん専門薬剤師 2名
•日本病院薬剤師会 感染制御認定薬剤師 2名
•日本化学療法学会 抗菌化学療法認定薬剤師 7名
•日本医療薬学会医療薬学指導薬剤師 4名
•日本医療薬学会医療薬学専門薬剤師 6名
•ICD制度協議会（infection control doctor） 1名
•日本臨床救急医学会 救急認定薬剤師 1名
•日本糖尿病療養指導士認定機構 糖尿病療養指導士 4名
•日本ＤＭＡＴ隊員 2名
•日本リウマチ財団リウマチ登録薬剤師 6名
•日本アンチドーピング機構 スポーツファーマシスト 11名
•日本薬剤師研修センター 研修認定薬剤師 23名
•クニカル・トキシコロジスト 1名
•高血圧・循環器病予防療養指導士 1名
•心不全療養指導士 1名
•国立がん研究センター レジデント研修プログラム修了者 2名
•国立循環器病研究センターレジデント研修プログラム修了者 1名

 施設認定
• 日本医療薬学会医療薬学専門薬剤師研修施設
• 日本医療薬学会がん専門薬剤師研修認定施設
• 日本医療薬学会薬物療法専門薬剤師研修施設
• 日本医療薬学会地域薬学ケア専門研修施設（基幹施設）
• 日本臨床腫瘍薬学会がん診療病院連携研修病院
• 栄養サポートチーム（NST）専門療法士認定教育施設



安全管理部

薬剤部の基盤業務、病棟・外来業務
および医療チーム

調剤室
（内用・外用・注射）

薬務室

医薬品
情報室

薬剤部基盤部署

薬剤管理
指導室

外来化学
療法室

実習研修
推進室

臨床試験・
治験センター

褥瘡

禁煙
外来

緩和
ケア

病棟・外来担当部署

実習担当部署

栄養サポート
チーム（NST）

感染制御部

感染対策チーム
（ICT）

外部部署

麻薬室

製剤室

栄養サポート
チーム（NST）

感染対策チーム
（ICT）

術後疼痛管理チーム
（TAPS）



１）調剤・製剤業務

内服調剤（１F）、注射調剤（B1F）

２）抗がん剤調製業務

薬剤師外来

３）薬剤管理指導業務

４）医薬品情報の管理（DI)

５）医薬品管理･供給（薬務）

６）薬物動態解析（TDM）

薬剤部門の主な業務



処方に対する薬学的介入の基本項目

① 薬歴管理による処方薬・処方量の確認

⇒ 薬学的介入の基本

② 薬物動態・作用機序を考慮した投与量の確認

⇒ 腎機能・肝機能等の検査値を評価

③ 薬学的（臨床薬理学的）判断による処方内容の確認

⇒ 相互作用・有用性を勘案した情報提供

④ 薬剤投与後、患者の症状をモニタリング

⇒ 有害事象を医師へフィードバック



新入職員配属ローテーション

全体ガイダンス

調剤室・麻薬室

医薬品管理室、注射調剤

外来化学療法室、感染制御部

医薬品情報室、薬務室

病棟（一般病棟、集中治療病棟）

チーム医療（緩和ケア・NST・ICT）

原則、2年計画で中央部門のローテーションを実施



初級研修コース（入職１年目）

内容 日程 備考

採用医薬品研修・
同種・同効薬研修

・主にハイリスク薬に関する基本的な知識
を身にける

・頻用される薬効群における同種・同効薬
の特徴や使い分けに関する知識を身につ
ける

6月～10月 全43回
参考書使用
試験実施

がん化学療法研修
がん化学療法における薬剤師業務に必要な
基本的な知識を身にける

11月～12月 全9回
1,2年目職員合同
参考書使用

抗菌薬研修
抗菌化学療法に関する基本的な知識を身に
ける

1月～2月 全13回 参考書使用

ＴＤＭ研修
抗菌薬のＴＤＭを実施するための知識を
身につける

3月 全5回
1,2年目職員合同
参考書使用



採用直後 採用1～4カ月 採用１年後 採用2年後以降

新任者研修 基礎研修（１）

ＯＪＴ研修

現場見学

国内派遣研修

特別研修、帝京３病院研修会

学会参加・発表

病棟・チーム医療研修

薬剤部の業務全体
を体系的に紹介

社会人としての基礎、６年制薬剤師としての実践力の強化

先輩薬剤師等による
きめ細かな指導

院内他部門や他の医療機関の見学・研修

教育・研修プログラムに派遣

学術集会や専門学会への積極的な参加・発表

様々な領域の専門家を招いて、最新の薬物治療や薬剤師
業務を議論

基礎研修（２）

他職種と連携や院内システムを理解するための実施研修

初級研修（１～2年目）

薬剤部の職員教育・研修

OJT（On-The-Job Training）
実際の職務現場において、業務を通して行う教育訓練



初級研修カリキュラムの考え方

社会人としての基礎力（態度）

患者接遇、社会人マナー、コミュニケーション力

臨床実践能力（知識・技能）
薬剤師としての基礎

院内採用薬、過誤事例、同種同効薬など

STEP1

重点項目（専門性）

救急薬物療法、がん薬物療法、感染
制御、緩和医療など専門認定の取得

STEP３

STEP２

研修医と薬剤師の研修（初期2年間）

医師の視点と薬剤師の視点の
両方から症例検討
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「薬剤師卒後教育研修プログラム」

大学病院改革プランの中においても、現在の多様かつ高度な医療人の養成に向けて、
大学病院が積極的に研修機会を提供し、協力していくことが重要視されている中で、
臨床研修や専門研修等に係る研修プログラムの充実として、薬剤師卒後教育研修プロ
グラムを作成した。

帝京大学医学部附属病院
薬剤部



「薬剤師卒後教育研修プログラム」

研修のポイント
からはじまり、
各部門の業務内
容について解説


